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l 蒲生・ 上の原遺跡か ら 出土 し た

炭化材の樹種同定

1 . 試料

試料 は 4 号住居跡か ら 出 土 し た NO. 1 - 1 3 ， 1 6 

-23の21点 6 号住居跡か ら 出土 し たNO. 1 - 9 の

9 点， 10号住居跡か ら 出土 し たNO.36，37 ，38，40，41 ， 4

6 ，51-55 ，57 ，58 ，59 の 16点の， 計48点の炭化材 で あ る 。

2 . 方法

試料 は， 割折 ま た は カ ミ ソ リ を用 い て新鮮な基本

的な 3 断面 (木材の横断面 ・ 放射断面 ・ 接線断面)

をっ く り ， 生物顕微鏡 に よ っ て50- 600倍 で観察 し

た。 樹種同定 は こ れ ら の試料標本を そ の解剖学的形

質お よ び現生樹種の木材標本 と 対比 し て行 っ た。

3 . 結果

結果を第 6 表に一覧す る 。 以下 に 同定の根拠 と 樹

木の特徴を記す。

a. ス ダ ジ イ Cαstαnopsis sieboldii Hatumima 

ブ ナ 科 図版 1

横断面 : 年輪の は じ め に 中型の道管がやや疎に数

列配列す る 環孔材で あ る 。 晩材部で小道管が火炎状

に配列す る 。

放射断面 : 道管の穿孔 は単穿孔で， 放射組織 は平

伏細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織 は単列の 向性放射組織型であ

る。

以上の形質 よ り ス ダ ジ イ に 同定 さ れ る 。 ス ダ ジ イ

は福島県， 新潟県佐渡以南の本州 ・ 四国 ・ 九州、| に分

布す る 。 常緑高木で高 さ 20m， 径 1 0 5 m に 達 す る 。

耐朽 ・ 保存性がや や低 い材で， 建築 ・ 器具 ・ 船 ・ 薪

炭な ど に用 い ら れ る 。

b. ク リ Castαneα crenata Sieb . et Zucc. ブナ科

図版 2 ・ 3
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横断面 : 年輪の は じ め に大型の道管が数列配列す

る 環孔材で あ る 。 晩材部で小道管 は火炎状 に配列す

る。

放射断面 : 道管の穿孔 は単穿孔で あ る 。 放射組織

は お お むね平伏細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織 は単列 の 向性放射組織型で あ

る 。

以上の形質よ り ク リ に 同定 さ れ る 。 ク リ は北海道

の西南部 ・ 本州 ・ 四国 ・ 九州 に分布す る 。 落葉高木

で高 さ 20m， 径40cm ぐ ら い で あ る が， 大 き い も の は

高 さ 30m， 径2m lこ達す る 。 耐朽性強 く ， 水湿 に 耐

え， 保存性が き わ め て高い材で， 建築 ・ 家具 ・ 器具 ・

土木 ・ 鉄道沈木 ・ 船 ・ 彫刻 ・ ろ く ろ 細工 ・ 薪炭 ・ 椎

茸 ほ だ木 な ど広汎に用 い ら れ る 。

c. コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 Quercus subgen Cycl 

obal，αnopsis プ ナ 科 図版 4 ・ 5 ・ 6

横断面 : 中型の道管が 1 -数列幅で放射方向 に配

列す る 放射孔材で あ る 。 道管 は単独で複合 し な い。

軸方向柔細胞 は接線状 に 配列す る 。

放射断面 : 道管の穿孔 は単穿孔で， 放射組織 は平

伏細胞のみか ら な る 。

接線断面 : 放射組織 は向性放射組織型で， 単列 の

も の と 広放射組織があ る 。 広放射組織 は， 複合型 と

集合型の 中間型を示す。

以上の形質 よ り コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 に 同定 さ れ

る 。 ア カ ガ シ 亜属 は本州 ・ 四国 ・ 九州、| に分布す る 。

常緑高木で高 さ 30m， 径1 . 5 m に 達 す る 。 堅 硬 で 強

靭， 弾力性強 く ， 水湿 に も 強 い材で， 器具 ・ 船具 ・

土木 ・ 建築 ・ 薪炭 な ど に 用 い ら れ る 。

d. コ ナ ラ 属 ク ヌ ギ節 Querus sect. Aegilobs 

ブ ナ 科 図版 7

横断面 : 年輪の は じ め に 大型の道管が 1 -数列配

列す る 環孔材で あ る 。 晩材部で は厚壁で丸い小道管

が単独でお よ そ 放射方向 に配列す る 。

放射断面 : 道管の穿孔 は単穿孔で あ る 。 放射組織

は平伏細胞 の み か ら な る 。
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接線断面 : 放射組織 は 向性放射組織型で， 単列の

も の と 大型の複合放射組織か ら な る 。

以上の形質 よ り コ ナ ラ 属 ク ヌ ギ節 に 同定 さ れ る 。

ク ヌ ギ節 は本州 ・ 四国 ・ 九州 に分布す る 。 落葉高木

で高 さ 15m， 径60咽 に達す る 。 弾性 に富ん だ強い材

で， 器具 ・ 船 ・ 木炭な ど に用 い ら れ る 。

e . ケ ヤ キ Zelkova serratα Makino ニ レ科

図版 8

横断面 : 年輪の は じ め に 中型の道管が通常 1 - 2

列配列す る 環孔材で あ る 。 孔圏外の小道管 は多角形

で多数複合 し て 円形， 接線状 な い し 斜線状 に配列す

る 。

放射断面 : 道管の穿孔 は単穿孔で， 小道管の側壁

に ら せ ん肥厚が存在す る 。 放射組織 は ほ と ん どが平

伏細胞で上下端 は方形細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織 は異性放射組織型で， 1 - 7  

細胞幅で あ る 。

以上の形質 よ り ケ ヤ キ に 同定 さ れ る 。 ケ ヤ キ は本

州 ・ 四国 ・ 九州 に分布す る 。 落葉高木で高 さ 50m，

径 3 m lこ達す る 。 強靭で柔曲性に富んだ材で， 建築 ・

器具 ・ 土木 ・ 船 ・ 彫刻 ・ 薪炭な ど に用 い ら れ る 。

f. ク ス ノ キ Cinnamomum camphora Presl 

ク ス ノ キ科 図版 9 ・ 10

横断面 : 中型の道管が， 単独 2 -数個放射方向 に

複合 し て， 平等 に分布す る 散孔材で あ る 。 道管を取

り 囲む周 囲柔細胞が見 ら れ る が， こ の 中で特に大型

の柔細胞 は油細胞 と 呼ばれ る 異形細胞で あ る 。

放射断面 : 道管の穿孔 は単穿孔で， 道管の 内壁に

は ら せん肥厚が存在す る 。 放射組織 は ほ と ん どが平

伏細胞で上下端 は 直立細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織 は異性放射組織型で 1 - 3 細

胞幅で あ る 。 直立細胞 は し ば し ば油細胞 と な る 。

以上の形質 よ り ク ス ノ キ に 同定 さ れ る 。 ク ス ノ キ

は関東以西 の本州 ・ 四国 ・ 九州 に分布す る 。 常緑高

木で通常高 さ 25m， 径80咽 ぐ ら い で あ る が， 高 さ 50

m， 径5m を こ え る 巨大な も の も あ る 。 堅硬で耐朽

性が強い材で， 保存性 も 高 く 芳香が あ り ， 建築 ・ 器

具 ・ 楽器 ・ 船 ・ 彫刻 ・ ろ く ろ細工な ど に用 い ら れ る 。

g. モ チ ノ キ属 Ilex モ チ ノ キ科 図版11

横断面 : 小型で角張 っ た道管が， 単独あ る い は数

個放射方向 に複合 し て連な る 傾向 を みせ て散在す る

散孔材であ る 。 道管の径 は あ ま り 変化 し な い。

放射断面 : 道管の穿孔 は階段穿孔板か ら な る 多孔

穿孔で， 階段の 数 は20-40 ぐ ら い で あ る 。 道管の 内

壁に ら せん肥厚が存在す る 。 放射組織 は平伏細胞 と

直立細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織 は異性放射組織型で， 直立細

胞のみか ら な る 単配列 の も の と ， 2 - 6 細胞幅の多

列の も の か ら な る 。

以上の形質 よ り モ チ ノ キ 属に 同定 さ れ る 。 モ チ ノ

キ 属 は本州 ・ 四国 ・ 九州 に分布す る 。 常緑高木で高

さ 15m， 径50叩 に達す る 。 や や堅硬な 材で， 旋作 ・

器具 ・ 彫刻 な ど に用 い ら れ る 。

h . ク ス ド イ ゲ属 Xylosmα イ イ ギ リ 科 図版12

横断面 : 小型で多角形の道管が単独 あ る い は放射

方向 に 2 -数個複合 し て配列す る 散孔材で あ る 。

放射断面 : 道管の穿孔 は単穿孔で， 道管の 内壁に

は ら せん肥厚が存在す る 。 放射組織 は平伏細胞 と 直

立細胞 と か ら な る 。

接線断面 : 放射組織 は異性放射組織型で， 2 細胞

幅で あ る 。

以上の形質よ り ク ス ド イ ゲ属 に 同定 さ れ る 。 ク ス

ド イ ゲ属 は近畿以西の本州 ・ 四国 ・ 九州 に分布す る

常緑高木な い し 低木であ る 。

i. ミ ズキ属 Comus ミ ズ キ 科 図版13

横断面 : 小型で丸い道管が単独あ る い は 2 個複合

し て散在す る 散孔材で あ る 。

放射断面 : 道管の穿孔 は階段穿孔板か ら な る 多孔

穿孔で， 階段の 数 は20-40 ぐ ら い で あ る 。 放射組織

は平伏細胞 と 直立細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織 は異性放射組織型で， 直立細

胞か ら な る 単配の も の と ， 2 - 5 細胞幅で紡錘形の

多列の も の か ら な る 。

以上の形質よ り ミ ズキ 属 に 同定 さ れ る 。 ミ ズ キ 属

は北海道 ・ 本州 ・ 四国 ・ 九州 に分布す る ， 落葉高木
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で あ る 。 材 は， 建築 ・ 器具 ・ 旋作な ど に用 い ら れ る 。

J . ヤ ブ ツ バキ Carneria japonicα ツ バ キ科

図版14

横断面 : 小型で薄型の や や 角 張 っ た 道管 が ， 単独

な い し 2 - 3 個複合 し て平等 に散在す る 散孔材で あ

る 。 道管の径 は ゆ る や か に 減少す る 。

放射断面 : 道管の穿孔 は 10数本の 階段穿孔板か ら

な る 多孔穿孔で あ る 。 放射組織 は平伏細胞 と 直立細

胞か ら な り ， 直立細胞 に は結晶を含み ダ ル マ状に膨

れ て い る も の が あ る 。

接線断面 : 放射組織 は異性放射組織型で 1 - 3

細胞幅で あ る 。 直立細胞 に は結晶を含む も の があ る 。

以上の形質 よ り ヤ プ ツ バ キ に 同定 さ れ る 。 ヤ ブ ツ

バ キ は本州 ・ 四国 ・ 九州 に分布す る 。 常緑高木で高

さ 18m， 径50佃 に達す る。 強靭な材で， 建築 ・ 器具 ・

楽器 ・ 船 ・ 彫刻 ・ 櫛 ・ 薪炭 な ど に 用 い ら れ る 。

K. タ ケ亜科 Bαmb凶oideae イ ネ 科 図版15 ・ 16

横断面 : 基本組織で あ る 柔細胞の 中 に並立維管束

が不規則 に散在す る 。 並立維管東 は木部 と 師部か ら

な り ， そ の周 囲 に維管束鞘が存在す る 。

縦断面 : 柔細胞お よ び維管東， 維管東鞘が梓軸方

向 に配列 し て い る 。

以上の形質に よ り タ ケ亜科 に 同定 さ れ る 。

4 . 所見

住居跡か ら 出土 し た炭化材 は， コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ

亜属が20点 と 過半を 占 め， ク リ 7 点， モ チ ノ キ 属 4

点， ク ス ノ キ 4 点， ヤ ブ ツ バ キ 3 点 と 続 く 。 こ れ ら

は， 照輝樹林の主要構成要素で あ り ， 当時の遺跡周

辺 に多 く 分布 し て い た も の と 推定 さ れ る 。

第W章 蒲生 ・ 上の原遺跡の 自然科学分析
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H 蒲生・ 上の原遺跡か ら 出土 し た

種実の 同定

1 . 試料

試料 は， 6 号住居跡か ら 出土 し た二点で あ る 。 l

点 は， 壊れて い た。 種実 は炭化 し た も の で あ り ， 肉

眼お よ び実体顕微鏡で観察を行 っ た。 同定 は形態的

特徴 と 現生標本 と の対比で行 っ た。

2 . 結果

結果を第 5 表に一覧 し ， 以下 に 同定の根拠を記す。

a. Quercus gilua Blume イ チ イ ガ シ 子葉 (種

子) 図版 l

堅果の 内部の種皮 (渋皮) も と れた子葉の炭化 し

た も の で あ る 。 コ ナ ラ 属 の子葉 は識別 し に く い が，

イ チ イ ガ シ の み一条の 凹線が走 り 比較的平滑な表面

を も ち ゃや四角 い形を呈す る た め， 典型的な も の の

み同定で き る 。 長 さ 1 .6cìn。

イ チ イ ガ シ は， 本州南部 ・ 四国 ・ 九州 の照輝樹林

帯に分布す る 。 堅果 は コ ナ ラ 属 の な か で唯一渋抜 き

な し でそ の ま ま 食用 と な る 。

b.Prunus persicα Batsch . モ モ 核 (内果度)

図版 2 ・ 3

モ モ核の破損 し た も の で， 表面の特有の シ ワ と 縫

合部が認め ら れ る 。 大 き さ は破損の た め わ か ら な い。

モ モ は一般 に 中国原産 と い わ れ， 伊木力遺跡を除

外すれば縄文時代晩期末以降 は普通 に 出土す る 。

第 5 表 蒲生 ・ 上の原遺跡か ら 出土 し た種実の 同定

分類群 (和名/学名)

Quercus giluα Blume イ チ イ ガ シ

Pruns persicα Batsch. モ モ
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子葉 (種子)

核 (内果皮)

炭化種実

1 

1 



I 蒲生 ・ 上の原遺跡か ら 出土 した炭化材の樹種同定

試料番号

4 号住居跡
No. 1 
No. 2 
No. 3 
No. 4 
No. 5 
No. 6 
No. 7 
No. 8 
No. 9 
No . 10 
No. 1 1  
No . 12 
No . 13 
No . 16 
No . 17 
No . 18 
No . 19 
No. 20 
No . 2 1  
No.22 
No . 23 

6 号住居跡
No. 1 
No. 2 
No . 3 
No. 4 
No. 5 
No. 6 
No. 7 
No. 8 
No. 9 

10号住居跡
No. 14 
No . l5 

1 1号住居跡
No.36 
No .37 
No.38 
No.40 
No.41 
No.45 
No .46 
No.48 
No. 51 
No.52 
No. 53 
No .54 
No.55 
No .57 
No.58 
No.59 

第 6 表 蒲生 ・ 上の原遺跡か ら 出土 し た歳化材の樹種同定結果

樹種 (和名/学名)

モ チ ノ キ 属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
モ チ ノ キ 属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
ケ ヤ キ
タ ケ 亜科
タ ケ亜科
ス ダ ジ イ
ク ス ド イ ゲ属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
モ チ ノ キ 属
ヤ プ ツ バ キ
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
ク ス ノ キ
ク ス ノ キ
ク ス ノ キ
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
ヤ プ ツ バ キ
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属

コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
ヤ ブ ツ バ キ
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
コ ナ ラ 属 ク ヌ ギ節

ク ス ノ キ
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属

ク リ
ク リ
ク リ
ク リ
ク リ
ク ス ド イ ゲ属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
ク リ
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
ミ ズキ属
ス タ ジ イ
ク リ
ミ ズ キ 属
モ チ ノ キ属
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属
コ ナ ラ 属 ク ヌ ギ節
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llex 
Quercus subgen . CyclobαJαnopsis 
llex 
Querc回 subgen. Cyclobalanopsis 
Quercus subgen . Cyclobα1αnopsis 
Zelkov，α serratα Makino 
Bαmb凶oideae
Bαmbusoideae 
Cαstanopsis sieboldii Hatumima 
Xylosmα 
Quercus subgen . Cyclobalanopsis 
llex 
Cαmeriα jαI，JJonica 
Quercus subgen. CyclobαJαnopsis 
Cinnamomum .camphora Presl 
Cinnamomum camphora Presl 
Cinnamomum camphora Presl 
Quercus subgen . Cyclobalanopsis 
Quercus subgen . Cyclobalanopsis 
Cαmeria jαI，JJonicα 
Quercus subgen . Cyclobalanopsis 

Quercus subgen. Cyclobαlanopsis 
Cαmeriα japonic，α 
Quercus subgen. Cyclobαlαnopsis 
Quercus subgen. Cyclobalanopsis 
Quercus subgen . Cyclobalanopsis 
Quercus subgen. Cyclobαlanopsis 
Quercus subgen . Cyclobαlanopsis 
Quercus subgen . Cyclobαlanopsis 
Querus sect . Aegilobs 

Cinnamomum c，αmphora Presl 
Quercus subgen. Cyclobalanopsis 

Cωtαmα crenatα Sieb . et Zucc. 
Castαmα crenatα Sieb . et Zucc. 
Cωtaneα crenatα Sieb . et Zucc. 
Cωtαnea crenata Sieb . et Zucc . 
Castanea crenatα Sieb . et Zucc. 
Xlosmα 
Quercus subgen. Cyclbαlαnopsis 
Cωtaneα crenatα Sieb . et Zucc. 
Quercus subgen. Cyclobαlanopsis 
Comus 
Castαnopsis sieboldii Hatumima 
Castαmα crenata Sieb . et Zucc. 
Comus 
llex 
Quercus subgen. Cyclobalanopsis 
Querus sect . Aegilobs 



蒲生 ・ 上 の 原追跡出土炭化材 の 顕微鏡写真 I

横断面 ・ o .4rnrn 放射断面 一一一- : O . 1 rnrn 
1 .  1 1 号住居跡-53 ス ダ ジ イ

横断面 : 0 .4rnrn 放射断面一一一- : 0 . 11日rn
2 .  1 1 号住居跡 4 1 ク リ

横断面 : O . 4rnm 放射断面一一一一 O . l mm 
3 .  1 1号住居跡 54 ク リ

第IVf転 蒲生 ・ 上の原遺跡の自然科学分析

接線断面一一一一- : 0 . 2 rnrn 

接線断面一一一一- : 0 . 2 rnrn 

接線断面一一一一一 : 0 . 2rnrn 



蒲生 ・ 上の原追跡出土炭化材 の 顕微鏡写真 E

横断面 : O .4mm 放射断面 一一一一一 : O . 1 mm 
4 .  4 号住居跡-20 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属

接線断面 一一一一一 : 0 . 2rnrn 

横断面 o .4rnrn 放射断面 一一一一一 : 0 .2rnm 
5 .  6 号住居跡- 1 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属

接線断面 一一一一一 ・ O . l rnm

横断面 O.4mm 放射断面 一一一一一 O . l mrn 
6 .  6 号住居跡- 3 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属

接線断面 一一一一一 : 0 .2mrn 

nL

 

nU

 



蒲生 ・ 上の原追跡出土炭化材 の顕微鏡写真E

横断面 : O .4mm 放射断雨 一一一一一 O .2mm 
7 .  6 号住居跡- 9 コ ナ ラ 属 ク ヌ ギ節

横断面 O.4mm 放射断面 一一一一- : O . 1 mm 
8 .  4 号住居跡 6 ケ ヤ キ

横断面 O .4mm 放射断面 一一一一一 O . l mm 
9 .  4 号住居跡 17 ク ス ノ キ
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第W主主 青lí生 ・ 上のl点追跡の 自然科学分析

接線断面 一一一一一 。 O . 2mm

接線断面 一一一一一 O . l mm 

接線断面 一一一一一 O . l mm 



蒲生 ・ 上の原追跡、出土炭化材の顕微鏡写真IV

横断面 ・ O .4mm 放射断面一一一一 O. 1mm
1 0. 4 号住居跡 19 ク ス ノ キ

横断面 ・ 0 .4mm 放射断面一一一一- : O . l mm 
1 1 .  4 号住居跡- 3 モ チ ノ キ 属

横断面 0.4mm 放射断面 一一一一 0.05mm 
12. 1 1号住居跡-45 ク ス ド イ ゲ属
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接線断面 一一一一- : O . 1 mm 

接線断面一一一一- : 0 . 2mm 

接線断面一一一一一 ・ 0 . 2mm



第W草 ?筒生 ・ 上の原遺跡の 自 然科学分析

蒲生 ・ 上の 原遺跡出土炭化材 の顕微鏡写真 V

横断面 : O .4mm 放射断面 一一一一一 O . l mm 接線断面 一一一一一 O .2mm 
1 3. 1 1号住居跡-55 ミ ズ キ 属

横断面 : O . 4mm 放射断面 一一一一- : O . 1 mm 接線断面 一一一一- : O . 1 mm 
14 .  6 号住居跡- 2 ヤ ブ ツ バ キ

、

横断面 O.4mm 横断面 O.2mm 縦断面 O.2mm 
15 .  4 号住居跡- 7 タ ケ 亜科 1 6. 4 号住居跡- 8 タ ケ 亜科
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蒲生 ・ 上の 原遺跡出土炭化種子 の顕微鏡写真

1 .  6 号住居跡 モ モ 核片 2 .  6 号住居跡 モ モ 核片

5 mm 

3 .  6 号住居跡 イ チ イ ガ シ 種子 (子葉)
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